
喜 界 町 図 書 館

喜界町大字赤連小字樋口前３０番地

第３３回  図書館セミナーのご案内
日時： 平成２５年６月３０日（日）9:00～11:50 

受付（9:00～9:30） 

会場：役場コミュニティーホール              

主催：喜界町図書館 

後援：喜界町教育委員会 

対象：保育園・幼稚園・小学校・中学校・高等

学校関係者・子ども育成会・保健師・子

育て支援関係者・親子読書会・読書グル

ープ関係者・教育委員会関係者・ＰＴＡ・ 

一般町民 

【趣旨】生涯学習の一環として,図書館活動の

柱とも言える読書活動の推進を目的と

し,時代を生き抜く力を育て学習する場

として図書館セミナーを開催する。 

～嘉原カヲリ先生のおはなし会のご案内～ 

日時：６月２９日（土）午後２時～ 

  場所：喜界町図書館２階読書室 

  読み聞かせやわらべ歌等準備するそうです。  

一緒に楽しい時間を過ごしませんか。 

 対象：3歳～小学校低学年 

 （3歳より小さいお子さんは親子同伴で！）

〈7 月のミニ映画〉 

  6 日  たなばたまつり 

13日  ミミちゃんのてとてとて 

20 日  10 匹のかえる 

27日  10 匹のかえるのなつまつり 

 ☆おはなし会 毎週土曜日、午後2時から 

【演題】「子どもと本の楽しい出会い」

～子どもの成長と絵本～

【講師】 嘉原 カヲリ 氏

☆プロフィール:奄美市瀬戸内町出身・奄美民話の会会員

奄美子どもライブラリー代表・奄美看護福祉専門学校

非常勤講師・神村学園保育学科非常勤講師 

主な代表作：「けんむんのがぶとり」「カラスとコーロ」等 

☆ どなたでも参加できます。興味のある方は気軽に

ご参加下さい。

奄美民話関連当館所蔵書： （奄美民話絵本）けんむんのがぶとり・けんむんとこうみにゃ・さるのいきぎも・マ

ガンとさる・ゆみんどぅりときちきゃ・カラスとコーロ・おおきなはなし・奄美民話集・（喜界の民話絵本）まる

ぶんだちゃあ・花うみ田・五つのカメ・喜界島の伝説/昔話・喜界の民話（沖永良部島の民話）天人女房・月の中の

一本足の娘 等多数

図書館カレンダー（７月 ） 

日 月  火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31 

【 通算２０４号 】 
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※    は休館日です。 

・開館時間 午前10：00～午後6：00 

・休館日 月曜日、毎月第1木曜日

☆ 5月の貸出し冊数      4,432冊 

☆ H25年度累計        8,088冊 

☆ 5月の利用者数（入館者）  1,767人 

☆ H25年度累計 3,387人

   文：嘉原 カヲリ 

ちぎり絵：あまみ子ども 

ライブラリー 



《喜界島の歴史・伝承文化を探る》

～喜界島の集落名とその理由について～ 

日本の古代史や中世史には解明すべきことが多く

残されている。その一つに，各地の集落や集落周辺

に残されている地名がある。どうしてこのような地

名があるのか，どんな理由があって地名となったの

か。平成５年４月１７日，第１２回全国地名研究者

大会が神奈川県川崎市で開催された。この大会で奄

美の地名研究者，牧野哲郎氏が講師として壇上に立

ち奄美の古代や中世の地名である「カネク，グスク，

サト，マキヨ」について，その研究結果を発表した。

この中で喜界島で４項目に該当する地名を持つ集落

を述べているので記することにした。 

（１）「カネク」の地名をもつ集落は， 

 中里・湾・赤連・中熊・坂嶺・志戸桶・佐手

久・白水・花良治・浦原・上嘉鉄・手久津久で

あるという。「カネク」の意味は，荒波によっ

て打ち上げられた「カネク地」のことで海辺の

集落ということである。                             

（２）「グスク」の地名をもつ集落は， 

 湾・赤連・川嶺・城久・大朝戸・坂嶺・伊砂・

長嶺・佐手久・塩道・嘉鈍・花良治・手久津久

であるという。「グスク」の意味は，地勢が険

しく，敵を防ぎ味方を守るのに便利な地でそこ

に一定の軍事力を持った地ですなわち砦などが

あったところをいう。 

（３）「サト」の地名をもつ集落は，  

 中里・島中・大朝戸・伊砂・小野津・佐手久・

塩道・阿伝である。「サト」の意味は，山手に

位置し麓に泉のあるところで，多くの人が集ま

り住む集落の意味であるが，古代ではおよそ５

０戸を「里」としている。 

（４）「マキヨ」の地名をもつ集落は， 

 中里であるという。「マキヨ」とは，古代血縁

集落，すなわち，島で生まれた最初の血族を

「マキ」といい，血縁共同体の集落をマキヨと

いう。 

 以上，牧野氏が発表した喜界島の各集落の形成で

あった。 

ところが，喜界島の集落名は，「水」に関係ある

地名と海の港「泊・津」に関係ある地名をもったと

ころが多いという。この中の「水」と関係ある集落

と「海」に関係ある集落についての考察は７月号に

掲載したい。    （文責：登 山 典 壽）             

：参考文献：南島郷土誌～倭の古代からワチヤー

シマ・ワンナームラまで～井上 忍著 

カエルは世界に3500種類もいるんだよ 

あなたは、何種類知っていますか？ 

種類によって、大きさも鳴き方も違うんだって

どうやって鳴いているのか・・・そっと観察してみ

てね。 

（※図書館ｶｳﾝﾀｰ前に「ｶｴﾙｺｰﾅｰ」を設けました。） 

～ ・ ～新 着 図 書～ ・ ～ 

カエルのうたが～ 

聞こえてくるよ♪ 

「いつも彼らは 

どこかに」 

小川 洋子 

「家族写真」 

萩原 浩 

「あなたにだけに

わかること」 

井上 荒野 

「青い花」 

辺見 庸 

「ときぐすり」 

畠中 恵 

[水のｺﾚｸｼｮﾝ] 

（ふしぎｺﾚｸｼｮﾝ８） 

内山 りゅう 

[勇者のツノ] 

（化石が語る 

ﾄﾘｹﾗﾄﾌﾟｽの話） 

黒川 みつひろ 

「七月七日は 

まほうの夜」 

石井 睦美 
「おばけやさん３」 

おかべ りか 
「ﾁｬｰﾒｲﾝと 

魔法の家｣ 

（ﾊｳﾙの動く城３） 

ﾀﾞｲｱﾅ・ｳｨﾝｼﾞｮｰﾝｽﾞ 
「カラスのスッカラ」 

石津 ちひろ 

「きいろのいえで」 

種村 有希子 

「ｸﾞﾚｺﾞｰﾙ・ﾒﾝﾃﾞﾙ」 

（ｴﾝﾄﾞｳを育てた修道士） 

ｼﾞｮﾝ･A・ｽﾐｽ 

[こどもの本]

[おとなの本]


